





















































その上で、平均/限界 System LCOE といった指標によって各電源の経済性を評価すること
も有用であり得る。また、電源の「コスト」と「価値」を比較することも今後重要な視点を
与えると考えられ、実際に VRE 導入比率が進むについて VRE 自体の価値が低下するとい
う「共食い効果」は近い将来に見通される現実的な課題であると言える。 
 
(3) 大規模データの利用及び計算手法の向上 
以上のような分析は、大規模なデータをもちいた数値解析によって初めて可能となる。今
後大規模データを用いる数理解析手法の有用性は高まるものと考えられ、その際、政府や企
業から提供されるデータの利用可能性が分析の精度を左右する。欧米では大規模データの
開示が格段に進展しつつあり、今後日本においても同様に進むことが期待される。 
一方で計算機性能の向上に伴い、数理解析手法も急速に進展しつつある。今後はより高度
な手法を用いた分析が求められ、この分野における研究の進展が望まれる。 
 
